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策定の趣旨 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人口ビジョン 

総合戦略 

平群町では、地方創生・人口減少克服という課題

に取り組むため、平群町第５次総合計画を基本とし

つつ、「平群町人口ビジョン」及び「平群町まち・ひ

と・しごと創生総合戦略」を策定しました。 

【計画の位置づけ】。 

○人口ビジョンは、今後目指すべき将来の方向と

人口の将来展望を示すものです。 

○総合戦略は、人口ビジョンを踏まえ、本町にお

ける人口減少の克服、まち・ひと・しごとの創

生と好循環の確立を目指し、目標や施策の基本

的方向、具体的な施策をまとめたものです。 

計画の理念 

 

総合戦略の計画期間は平成 27年度
から平成31年度までの5年間です。 

人口減少の克服に向け、第５次総合計画の【人口対策】を基本に策定しました 

地方創生・人口減少克服へ向けたさまざまな施

策を講じることにより、合計特殊出生率（一人の

女性が一生に産む子どもの平均数）の上昇を図る

とともに、移住・定住促進等により生産年齢層

（15歳～64歳）の移動率上昇を図ることとし、

将来展望人口は 2040年（平成 52年）で約

15,000人、2060年（平成72年）で約12,200

人と見込みます。 

 

2060年の将来推計人口より約 4,000人多い 12,200人を見込みます 

人口ビジョン実現へ向けて、平成 31年度までの 5年間の基本目標をかかげ、施策を推進します 

平群町まち・ひと・しごと創生 人口ビジョンと総合戦略の概要 

基本目標１ 若者が住める、住みたくなるまちをつくる 

近隣都市部への交通アクセスがよく、地価、居

住費も安価に抑えられるという町の強みを活か

し、若者の転出防止・転入促進を図るとともに、

ファミリー層が安心して快適に住むことができ

るよう、空き家活用等による住宅供給に取り組む

ことで、若者や子育て世帯が住みたくなるまちづ

くりを進めます。 

 
数値
目標 ・現状の▲36人の社会減（転出超過）を▲24人に抑えます 

【施策の基本方向】 

1 若者・ファミリー層の定住化促進 

２ “山のぽっけ”の豊かな暮らし 

３ “HEGURich”の良好な暮らしの実現（都

市基盤） 

基本目標２ 子育てしやすい、子育てしたくなるまちをつくる 

認定こども園の整備、高校 1年生までの医療費

無料化、また豊かな自然環境等、従来の優れた子

育て環境を維持しながら、多子世帯への経済的援

助や「小さなまちで大きな教育」等の新たな支援

の充実に取り組み、子育てしたくなるまちをつく

ります。 

 

数値
目標 

・現状 1.07の合計特殊出生率を 1.6に高めます 

・現状 99人の出生数を 128人まで増やします 

【施策の基本方向】 

1 子育て支援の充実 

２ 小さなまちで大きな教育の推進 

３ ワーク・ライフ・バランスの促進 

 

基本目標３ 新たな雇用と交流をつくる 

町の基幹産業である農業の新たなビジネスモ

デルの展開、若者等の起業支援、女性が働きやす

い環境づくり、高齢者の就労支援等に取り組み、

新たな雇用の創出を図ります。また、豊かな歴史

資源や平群谷の美しい里山風景を活かした観光

PR等を行い、新しい人の流れや交流を生み出し

ます。 

・町内企業における従業者数を増やします  

・現状の 40万人の観光客数を 88.5万人に増やします 

【施策の基本方向】 

1 平群にふさわしい企業誘致と産業振興 

２ 農業の新たなビジネスモデルの創出 

３ 若者の起業支援 

４ 女性が働きやすい環境づくり 

５ 高齢者の就労支援 

６ 観光振興の推進 

 

基本目標４ 地域を守り、地域をつなぐ 

子どもから高齢者まで、幅広い世代の居場所と

なる交流の場や、多機能型・多世代交流型の身近

な拠点となる場づくりを進め、地域のつながりが

見える、安心して暮らせるまちづくりを進めま

す。併せて地域のつながりを活かした自主防災力

の強化による地域防災の充実に努め、住民の安全

な暮らしを守ります。 

数値
目標 ・まちの現状についての満足度を 59.6％から 80％に高めます 

【施策の基本方向】 

1 身近な拠点づくりと地域における生活支援 

２ 安全・安心な地域づくり 
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 みんなで創ろう 山のぽっけへぐりの未来！ 

数値
目標 




